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然
は
暴
覚
主
君
の
出
旬
開
放
也
。
文
邪
智
あ
り
て
私
欲
第
一
に
て
、

主
君
の
震
を
ば
不
思
、
己
が
篤
迄
を
忠
ふ
も
の
あ
り
て
、
主
人
の
前

に
て
は
不
如
意
を
直
し
候
は
ん
と
て
、
様
々
の
新
法
を
巧
み
、
主
に

能

t
hも
は
れ
ん
と
す
。
新
法
に
て
も
外
陀
す
べ
き
ロ
聞
な
け
れ
ば
、

家
来
を
迫
出
し
又
は
月
俸
を
不
波
、
主
人
に
活
剖
を
さ
せ
己
は
飽
ま

で
勝
る
な

p
。
さ
も
浅
間
し
き
事
ど
も
な
り
。

扱
銭
来
改
之
、
別
協
並
町
山
中
行
筒
井
内
印刷
・目
代
岸
本
監
物
等
同
道

致
受
山
候
。
切
石
を
以
て
江
府
の
愛
宕
の
坂
の
如
〈
盤
あ
げ
、
坂
脳

は
=
一四
間
前
可
有
之
候
。
左
右
陀
袖
柑
の
石
室
て
紡
鹿
児
候。

サ官金

成
坂
故
五
間
討
に
て
折
を
付
候
革
、
十
七
折
有
之
、
中
立
難
査
、
二

布
の
趣
は
予
が
自
己
の
思
惟
を
か
け
る
陀
も
あ
ら
宇
、
只
目
陀
遮
り

耳
陀
飾
る
所
在
以
て
普
記
し
ね
。
見
る
人
片
版
い
た
く
も
あ
ら
め
、

三
ケ
度
所
々
陀
て
立
休
ひ
候
。
坂
出
サ
よ
り
上
、
首
地
見
制
御
門
砲
の

舛
形
門
有
之
、
土
並
足
極
評
所
も
有
之
、
弓
・銭
地
・長
柄
等
飾
之
、

入
者
出
者
共
に
切
手
を
以
て
致
往
来
候
。
坂
中
松
の
茂
よ
り
海
面
遥

か
に
見
え
絶
品
川
陀
候
。
坂
を
登
過
候
へ
ば
寺
院
八
幼
祈
之
候
。
仰
木

よ
し
/
¥
其
段
不
苦
笑
ひ
給
へ
と
安
賢
々
々
。

迫
感
。
此
頃
い
ろ
は
E
m
M
け
る
位
ゆ
晶
、
文
字
さ
だ
か
友
ら
-T
。
依

之

t
は
し
く
が
主
を
付
申
た
り
。

て
久
能
山
東
照
宮
の
巡
座
式

替
迄
は
叉
二
坂
あ
り
。
坂
の
内
六
町
と
候
へ
ど
も
拾
町
と
も
党
候
。

共
坊
の
内
陀
玉
泉
院
と
云
宿
坊
へ
務
部
、
"叫
ん
陀
て
致
休
自
候
。
前
例

も
此
所
に
て
抜
束
相
改
革
に
候
。
扱
右
人
々
自
御
地
制
時
修
行
御
使
容

党
保
二
年
壬
成
四
月
二
十
二
日
、
政
州
久
能
山
東
照
宮
下
巡
官
有
之

に
付
、
持
a

御
名
代
-
R
川
家
の
内
前
回
信
浪
守
殴
へ
被
命
、
十
八
日
江
府

出
詮
、
二
十
七
日
蹄
府
、
二
十
八
日
邸
府
の
御
砲
被
仰
付
、
直
医
此

方
へ
御
出
陀
付
、
殺
て
久
能
の
首
尾
御
物
語
可
被
成
旨
、
御
約
束
故

相
等
候
底
、
久
能
は
駁
府
披
下
よ
り
三
同
組
問
hυ
向
山
陀
候
。
二
十
二

日
山
下
の
宿
坊
徳
本
院
へ
参
活
。
剛
腕
一
問
。

前
格
広
て
饗
臨
有
之
候
。

等
同
道
花
て
、
御
本
殿
・御
仮
殿
其
々
致
見
分
、
箆
て
玉
泉
院
へ
立
腕

相
待
候
。
自
公
儀
宿
坊
陀
被
仰
付
候
故
、
品
川
め
の
浴
室
も
乎
支
無
之

候
。
本
例
は
徳
本
院
迄
罷
師
り
、
軍
て
致
登
山
筈
陀
候
縛
共
、
前
格

も
有
之
玉
泉
院
佐
罷
在
候
。
御
退
官
は
酋
の
刻
よ
り
、
成
の
刻
過
迄
陀

候
。
共
内
一

山
の
燈
火
を
始
め
打
泊
、
問
中
陀
御
遜
官
有
之
都
陀
候
。

三
本
立
の
料
供
を
準
備
段
々
執
行
有
之
、
部
て
一

山
花
燈
火
を
肱

じ
、
判
官
灯
司
迄
も
と
も
し
致
案
内
候
。
早
速
束
帯
陀
て
龍
出
、
御
名

可
限
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